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「経営計画策定セミナー」を開催

第583号 (２）

　昨年の世界の動向は、ギリシャの財政危機、フランスでのテロ発
生、欧州の難民問題、シリアなど中東の混迷化、中国経済の減速化、原
油等の資源・エネルギー価格の下落など、世界経済を揺るがす問題
が多くあり、また、本年に入り米国経済の先行き不安などから、世界
経済は不透明感が強まっています。
　わが国では、地方創生への取組として「まち・ひと・しごと創生総
合戦略」の推進、新３本の矢として「一億総活躍社会」の実現など、経
済最優先の政策が打ち出されています。
　加えて、訪日観光客の増加やＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）の発
効に向けた環境整備が進むなど、将来に明るい展望が持てる期待感
が広がりつつあり、ようやくデフレ脱却への道筋が見え、景気は緩や
かに回復しているとの見方が多くなっています。
　一方、日本銀行によるマイナス金利政策の導入による影響、平成２
９年（２０１７年）４月からの消費税率１０％への引上げによる影響
のほか、軽減税率の導入による事業者の混乱なども予想されます。
　平成２８年（２０１６年）の日本経済にとって最大のリスク要因は
海外経済の悪化であり、その影響で国内景気も横ばい圏内の動きが
長期化する懸念があります。　
　日本が直面する超高齢化、人口減少等の課題は、地方にとってより
深刻な課題となっており、人口減少が続く名張市では、長く厳しい財
政状況が続いており、新年度からは「都市振興税（固定資産税の超過
課税）」の導入が決定されるなど、市民生活や地域経済への影響が懸
念されるところです。
　こうした課題を解決するためには、地域に雇用と所得を生み出す
地域産業の振興が重要であり、地域で多くを占める中小・小規模事
業者の活力強化が不可欠であり、身近な支援機関である商工会議所
の役割は極めて重要になっています。
　そのため、従来の経営改善普及事業に加え、関係機関と連携のもと
事業者の経営課題解決に寄与するための伴走型の事業計画策定支援
の実績を上げ、経営発達支援計画の策定、認定取得、実行、検証といっ
た道筋をつけ、より強力な経営支援体制の構築が求められています。
　また、地域の現状・問題点を克服していくためには、既存産業の生
産性の向上、成長産業の育成、市街地の活性化や挑戦する中小・小規
模事業者、市民等の活動の後押しを行うなど、地域の持てる力を総動
員していくことが急務です。
　特に、地域と中小・小規模事業者が景気回復を実感し、さらに活性
化していくためには、「地産地消」のほか販路を域内から域外へ拡大
していくことで域外から財貨を得られる「地産外商」への取組、そし
て、観光需要の取り込みとして新たに「外需内商」への取組などが重
要です。
　商工会議所は、こうした課題に対し、地域・産業活性化、資源活用、
まちなか活力創出の三つの政策課題に取り組む政策特別委員会（小
委員会）を設置し、行政、関係団体等と緊密に連携しながら、ものづく
りをはじめとする地域産業の振興、インバウンドや国内観光の振興
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１.「地域経済や産業の拡充強化を進める取組」を進め、持続可能な地
域力を高めます。

２.「地域資源の創出・活用と多様な連携を進める取組」を進め、事業者
の活力強化と自立的成長を図ります。

３.「地域を元気にし、まちの賑わいを創出する取組」を進め、中心市街
地、地域商業の活性化を図ります。

４.「経営支援力の向上」に努め、経営者の課題解決に向けたコーディ
ネート機能の充実と事業のさらなる成長に向けた支援強化を図
ります。

５.「会議所活動と会議所基盤の強化」に努め、役に立ち、信頼される商
工会議所の実現を図ります。

６.「名張産業振興センターの機能、運営の充実」に努め、地域交流拠点
としての役割強化を図ります。

による新たな観光産業の推進、起業・創業支援と市街地での事業展
開への取組などを、それらを実現可能とする制度、仕組みづくりへの
取組や協力要請とあわせて着実に実施していきます。　
　具体的な取組として、その一つは、『ワインづくりプロジェクト』の
推進です。
　三重県下で一番の産地であり、名張の代表的な地域産品、そして観
光資源でもある「ぶどう」を取り上げ、その活用による６次産業化、地
域ブランド力の向上を通して地域振興に繋げる『ワインづくりプロ
ジェクト』を、本年度、経営計画の策定など具体化、事業化への道筋を
つけていきます。
　二つ目は、『なばり産業フェア』の開催です。
　労働力人口の減少から人材不足感が強まっていますが、多様な人
材が地域での就労・雇用の機会を広げることができる場としての「就
職フェア」と、地域の「食」に関わる事業所、店舗等が地域にこだわっ
た原材料を活かした和洋菓子、料理、飲料や新製品開発などの展示、
実演、販売等を行う「食彩フェア」の二つのテーマで、地元の企業、店
舗、教育機関等との緊密な連携により、名張の元気創造に繋げる『な
ばり産業フェア』の開催を進めます。
　三つ目は、『まちなか活力創出』の推進です。
　低迷が続く中心市街地（名張地区）を元気にし、高齢者のみならず
若者や女性など多様な住民が快適に生活できる、コンパクトで「賑わ
いのある住まいの街の再生」に取り組みます。
　まち婚などのまちなか活性化イベントの開催や新しく起業・創業
に取り組む事業者等に空き地、空き家の多様な活用を促進できるよ
うな制度づくりなどを通して商業振興や定住・移住人口を増やす取
組を進めます。また、街道観光の推進等による交流人口、移住人口の
増加を図るなど、難しい課題ではありますが、行政や地域づくり組
織、関係団体等との連携を深めつつ取り組みます。　
　上記事業計画の考え方に沿って、会員の皆様や各部会・委員会の
ご理解、ご協力のほか、広く行政、関係機関・団体、市民との連携のも
とに諸施策、諸活動を展開するため、平成２８年度の基本方針を次の
通りとします。
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テント･シート･イベント会場設営

〇日時：4月26日（火）～4月27日（水）・5月16日（月） [3日間]

〇会場：中小企業大学校　瀬戸校（瀬戸市川平町79番地）　

〇受講料：31,000円（税込）

〇内容：・これからの企業経営と経営マインド
・戦略的なものの見方・考え方
・経営戦略の策定（ケーススタディ）と経営資源

を活かすマネジメント

～中小企業大学校瀬戸校～～中小企業大学校瀬戸校～～中小企業大学校瀬戸校～

「次世代幹部のための戦略構築」「次世代幹部のための戦略構築」
～戦略思考で未来を切り拓く～～戦略思考で未来を切り拓く～

「次世代幹部のための戦略構築」「次世代幹部のための戦略構築」
～戦略思考で未来を切り拓く～～戦略思考で未来を切り拓く～

「次世代幹部のための戦略構築」
～戦略思考で未来を切り拓く～

  将来を見据えた経営判断力や強い組織をつくる経営のマ
ネジメント能力を養うべく、経営の視点で自社を考える戦
略的なものの見方や考え方を習得するとともに、成長する
企業になるための経営戦略・組織マネジメントを実践的に
学びます。

おすすめ
研修

・具体例を交えた新しい情報などがわかり、とても参考になりま
した。

・現状分析を行う中で、いかに多くの情報から、判断しなくてはい
けないか、また財務手法についても大変勉強になりました。

申込み・問合せ　

中小機構中部 中小企業大学校瀬戸校  TEL : 0561-48-3401

★詳しくは、＜瀬戸校　検索＞もしくは、下記
http://www.smrj.go.jp/inst/seto/list/details2016/095307.html
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 8.助成金
 9.雑収入
10.繰越金

収入合計

テナント電気使用料等収入

3,000 

5 

63,027 

66,032 

1.繰入金
2.雑収入
3.繰越金

収入合計 

1.退職給与金
2.積立金
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1 
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■退職資金積立金特別会計収支予算
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7 
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1.繰入金
2.雑収入
3.繰越金

収入合計 

1.繰出金
2.積立金

支出合計

10,100 
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■財政調整資金積立金特別会計収支予算

21,035 
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1 
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14 
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支出合計

支出合計

財政調整資金積立金繰入金

収入合計

支出合計

受講者の声

　平成２８年３月１

１日（水）に公益財団

法人日本電信電話

ユーザ協会三重支

部との共催により

株式会社 JBM コン

サルタント　萩原

麻美氏を講師に招

き、電話応対研修を

開催しました。当日

は、お客様満足の考

電話応対研修を開催しました電話応対研修を開催しました電話応対研修を開催しました

え方、電話応対の再確認、コミュニケーションスキル等につ

いて、ペアディスカッションやロールプレイングを交えなが

らの研修で、受講者の皆さんは、しっかりと前向きに取り組

まれていました。

セミナー終了後、もしもし検定受験（電話応対技能検定）も実

施しました。

｢電話応対技能検定 ( もしもし検定 )｣は、｢お客様に喜ばれる

ビジネス電話応対｣の実現、電話応対のエキスパートとして

即戦力になり得る社内の指導者の育成を目的とした検定制

度です。個人個人でのスキル向上と同時に、社内指導者を育

成することで全体のレベル向上にも役立ちます。
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●会計・税務・創業支援・金融機関紹介
　★弥生・MFクラウド会計ソフト対応

２8 3 月 1 日

２8 4 月 1 日
1.25～2.50％

1.60％

～中小企業大学校瀬戸校～

「次世代幹部のための戦略構築」
～戦略思考で未来を切り拓く～

「次世代幹部のための戦略構築」
～戦略思考で未来を切り拓く～

電話応対研修を開催しました

●経営計画に基づいて実施する販路開拓等の取り組みに対し、原則５０万円を上限に
補助金（補助率２/３）が出ます。

●計画の作成や販路開拓の実施の際、商工会議所の指導・助言を受けられます。
●小規模事業者が対象です。
●申請にあたっては、最寄りの商工会議所へ事業支援計画書の作成・交付を依頼する

必要があります。依頼はお早めにお願いします。

小規模事業者持続化補助金　公募中 5月 13日まで

◆補助対象者
　小規模事業者［商工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関する法律（平成５年法律第51号）第２条を準用］

◆対象となる事業
　経営計画に基づき、商工会議所の支援を受けながら実施する販路開拓等のための事業

卸売業・小売業

サービス業（宿泊業・娯楽業以外）

サービス業のうち宿泊業・娯楽業

製造業その他

常時使用する従業員の数　　５人以下

常時使用する従業員の数　　５人以下

常時使用する従業員の数　２０人以下

常時使用する従業員の数　２０人以下

《対象となる取り組みの例》

(1)広告宣伝（広報費）

・新たな顧客層の取り込みを狙い、チラシを作成・配布

(2)集客力を高めるための店舗改装（外注費）

・幅広い年代層の集客を図るための店舗のユニバーサルデザイン化

(3)展示会・商談会への出展（展示会等出展費）

・新たな販路を求め、国内外の展示会へ出展

(4)商品パッケージや包装紙・ラッピングの変更（開発費）

　・新たな市場を狙って商品パッケージのデザインを一新

◆補助対象経費

◆補助率・補助額

１．機械装置等費　 ２．広報費 　３．展示会等出展費　 ４．旅費　 ５．開発費　 ６．資料購入費
７．雑役務費　 ８．借料　 ９．専門家謝金　 １０．専門家旅費　 １１．車両購入費（買い物弱者対策の場合のみ）
１２．委託費　 １３．外注費

○補助率　補助対象経費の２/３以内
○補助額　上限５０万円

＊ただし、
（１）①雇用を増加させる取り組み、②買い物弱者対策に取り組む事業者、③海外展

開に取り組む事業者については、補助上限額が１００万円
（２）複数の小規模事業者が連携して取り組む共同事業の場合は、補助上限額が「１

事業者あたりの補助上限額」×連携小規模事業者数の金額となります。（ただ
し、５００万円を上限とします。）

　同補助金に係る詳細や、公募要領は、ホームページ

　　　　　　  http://h27.j izokukahojokin.info/  にてご確認下さい
お問い合わせ先　名張商工会議所（℡６３－００８０）
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名張市新町197

お気軽に
お問い合わせ下さい

小ロットのカラー印刷もおまかせ下さい
名刺・ハガキ・封筒・伝票・チラシ・ポスター・パンフレットetc

(５）第 583号 会議所ニュース

「経営計画策定セミナー」を「経営計画策定セミナー」を開催開催「経営計画策定セミナー」を開催

　去る３月１０日、名張産業振興センターアスピアにおいて、合同会社 
地域創造研究所 所長 松本圭司氏を講師にお迎えし、「経営計画策定セ
ミナー」を開催しました。
　このセミナーでは、小規模事業者の販路開拓に重点を置き、事業計画
　策定を行っていく為のセミナーを開催。経営計画戦略シートを活用
し、自社の経営分析、市場動向、ニーズの把握、自社の強み、弱みを知っ
た中で経営計画を立てることの重要性の他、計画策定時や、現在公募中
の小規模事業者持続化補助金挑戦時のポイント等を説明いただきまし
た。受講者からは「大変わかりやすかった。」等のコメントをいただくこ
とができ、当所としては今後、事業者の事業計画策定に向けた支援につ
なげていきたいと思います。

同補助金に係る詳細については http://www.kzt-hojo.jp/にてご確認ください。

名張商工会議所 事業計画
平成 28 年度

軽減税率対策補助金について軽減税率対策補助金について軽減税率対策補助金について軽減税率対策補助金について軽減税率対策補助金について
●軽減税率対策補助金とは消費税軽減税率制度（複数税率）への対応が必要となる中小企
業・小規模事業者の方々が、複数税率対応レジの導入や、受発注システムの改修などを行
うにあたって、その経費の一部を補助する制度です。

※ 消費税軽減税率制度は、「所得税法等の一部を改正する法律案」が 3 月 29 日に参議院
にて可決成立し、4 月 1 日から施行されます。

第 16 回甍賞金賞（経済産業大臣賞）受賞

一級建築士･生産専攻建築士

岩 見 勝 由
岩 見 貴 訓

代 表

蔵持町原出 581 61-2204
62-0250

事業概要事業概要

補助区分補助区分

事業スケュール事業スケュール

事業概要

補助区分

事業スケュール

　市内外を問わず創業希望者をもった若者が、自らのアイデアで創業し、名張市での魅力ある暮らしの実
現を図ることを支援するとともに、若者にとって魅力ある創業環境を整備し、豊かなライフスタイルを提
案することを目的とします。
　そのための創業にかかる経費の一部を支援し、移住のための住宅リフォームや空き店舗の活用に要す
る経費の一部を助成します。

名張市役所 産業部 商工経済室

名張市若者移住定住チャレンジ支援事業名張市若者移住定住チャレンジ支援事業名張市若者移住定住チャレンジ支援事業名張市若者移住定住チャレンジ支援事業平成28年度平成 28年度平成 28年度

補助区分 補助金名称 補 助 額 補 助 率

基本事業 創業促進補助金 １００万円以上最高２００万円 経費の３分の２以内

加算事業
空き家改修加算事業 １００万円 経費の２分の１以内

空き店舗活用加算事業 ５０万円 経費の２分の１以内

※上記の１を基本事業とし、２及び３の事業を選択した場合は最大３５０万円の補助額となります。

募集期間
平成２８年４月１日（金）～平成２８年６月２０日（月）17時まで

※郵送の場合は６月２０日の消印有効

審査日程
１次審査 書類審査
２次審査 面談（１次審査通過者のみ） ※7 月下旬予定

補助事業期間 平成２８年８月１日（月）～平成２９年１月２０日（金）

完了報告日
事業終了後３０日以内又は平成２９年３月１０日（金）までのどちら
か早い方が完了報告日となります。

補助金支払 補助金支払 ３月下旬

【募集対象者・募集要件等の詳細問い合わせ先】

受付時間：８:３０～１７:００（土日祝を除く。）

〒518-0492 三重県名張市鴻之台１－１
電 話
F A X
メール

:
:
:

０５９５－６３－７８２４
０５９５－６４－０６４４
syoukou＠city.nabari.mie.jp



〒518ｰ0702
三重県名張市鴻之台 2 - 5 4
Tel.Fax(0595)61-1168

定休日 毎週日曜

営業時間 月曜～金曜 am10:00 ～ pm6:30

土曜日 am 9:00 ～ pm6:00

（売り切れ次第終了の場合あり）

第583号 (６）

四日市支社　津営業所　名張分室　〒518-0729　名張市南町822-2　名張産業振興センター４Ｆ　ＴＥＬ0595-63-1521
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